
対 象：事業希望者、古民家等所有者、自治体担当者

・古民家等歴史的建築物の活用を実際に検討している方
※古民家を持っている・古民家の情報を持っている
古民家を使った事業をしたい など

・上記２回ともご参加いただける方

持ち物：
・筆記用具
・PC（パソコン）※必要なソフトウェア：Excel、Word

参加費：無料
定 員：５０名

＊事前申込要/先着順
場 所：こまつ芸術劇場うらら

第2・3会議室
（小松市土居原町710）

日 時：＜第一回＞ 2019年 1月22日(火) 13:30～17:00
＜第二回＞ 2019年 3月25日(月) 13:30～17:00

◎第一回（基礎編）
NOTEにおける「空き家となった古民家

を活用したまちづくり事業」の基本的な流
れと必要なプロセスを学びます。古民家再
生が単なる案件の連続で終わらないために、
事業化して継続した経済循環を生むまでの
流れを理解します。

◎第二回（実践編）
第一回（基礎編）の内容を踏まえ、モデ

ル地区での事業計画の策定をワークショッ
プ形式で実践します。各班に分かれてモデ
ル地区でのプランニング～事業計画までを
作成します。
※6～8人でのグループワークを行います。

内容

開催要項

注意事項
◎今回のお申込は、第一回・第二回同時申込となります
◎本ワークショップは最終的にプロジェクト化することを目標としています

お問い合わせ 北陸銀行 地域創生部 担当：石﨑 TEL：076-423-7111

主催 北陸銀行・西日本旅客鉄道・NOTE

◎本ワークショップは各回ともNOTEが企画・運営を行います。

株式会社NOTE 代表取締役社長 藤原 岳史 氏

東京・海外にてIT企業でキャリアを積み、故郷である篠山市へUターン。古民家再生などを主な事業とした一般社団法人ノオ

トの立上げに関わる。2015年には、日本初の取り組みとして、国家戦略特区を活用し、篠山市に残る複数の古民家を改装

した宿泊施設「篠山城下町ホテルNIPPONIA」を開業。2016年、同法人の収益事業を株式会社NOTEに分割、代表取

締役社長に就任。古民家再生による地方創生を目指す日本のトップランナーの1人。

主な実績：国家戦略特区認定事業者（養父市・関西圏）、内閣府 地域再生推進法人

メディア：日本経済新聞、ガイアの夜明け、ワールドビジネスサテライト 他多数



企業名（ﾌﾘｶﾞﾅ）

役職

お名前（ﾌﾘｶﾞﾅ）

所在地・ご住所
〒

電話番号

FAX番号

E-Mail

古民家について
※いずれかに○をご記入ください

古民家を所有している ・ 古民家の情報を所有している

古民家を使った事業をしたい・その他（ ）

いしかわ古民家活用ワークショップ申込書

締切：平成31年1月18日（金）

下記の申込書に必要事項を
ご記入の上FAXまたはE-Mailで
お申込ください。

◎FAX番号
076-491-6842

◎E-mail
ishizaki_haruyuki@hokugin.co.jp

※お問合せ等につきましては、
お電話にてお願いいたします。

北陸銀行 地域創生部 地域活性化グループ
担当：石﨑

TEL:076-423-7111

申込方法 アクセス

こまつ芸術劇場うらら
第2・3会議室
石川県小松市土居原町710

※ご来場の際は、
公共交通機関をご利用ください。

※申込確認証は発行いたしません。 ※当日受付の際に、名刺を1枚お持ちください。

【個人情報の取り扱いについて】
ご記入いただいた個人情報は、主催者で共有し、当ワークショップの円滑な受付・運営のために利用させていただきます。また今後開催するセミナーのご案内等に使用させていただくことがございま
すので、ご了承願います。（基準日：平成30年12月1日）


